
図1：大学教育改革と高校教育改革の接続関係
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会
の
間
で
学
び
が
途
切
れ
て
い
る
こ
と
が
課

題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
い
た
。

「
高
大
社
を
通
し
た
若
者
の
シ
ー
ム
レ
ス
な

成
長
を
叶
え
る
た
め
に
、真
ん
中
に
あ
る
大

学
の
役
割
の
ひ
と
つ
は
、高
校
の
学
び
を
支

援
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

地
域
の
企
業
や
行
政
も
巻
き
込
み
、地
域
の

大
人
が
よ
っ
て
た
か
っ
て
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
を
育
て
て
い
く
文
化
の
醸
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
」（
大
森
学
長
）

　

大
学
は
、高
校
の
教
育
改
革
に
先
ん
じ
て

改
革
を
迫
ら
れ
て
き
た
。
大
学
改
革
の
柱
で

あ
る「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ（
教
育
の
質

転
換
）
」「
社
会
連
携
教
育
」「
学
修
成
果
の

可
視
化（
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
」は
、高
校

改
革
の
柱
の「
探
究
、主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か（
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
」、と
そ
れ
ぞ
れ
接

続
し
て
い
る（
図
１
）。

「
先
行
し
て
改
革
を
進
め
て
き
た
大
学
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
高
校
と
共
有
す
る
こ
と
で
、地
域

全
体
の
教
育
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

　

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
は
、学
部
は

１
学
部
の
み
、学
生
数
は
約
１
２
０
０
人
の

小
規
模
の
大
学
な
が
ら
、昨
今
の
厳
し
い
募

集
環
境
の
中
で
順
調
に
志
願
者
を
伸
ば
し

て
い
る
。

　

特
に
県
内
の
高
校
か
ら
の
志
願
者
が
増

え
て
い
る
の
は
、地
方
が
世
界
と
ダ
イ
レ
ク
ト

に
つ
な
が
る
時
代
に
お
い
て
、大
森
昭
生
学

長
が「
飛
び
立
た
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」と

呼
ぶ
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
素
養
を
備
え
な
が
ら
ロ

ー
カ
ル
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
る
と
い
う

明
確
な
目
標
の
も
と
、さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
同
学
の
人
材
育
成
に

は
地
元
か
ら
の
期
待
も
高
く
、文
科
省
指
定

事
業
の
ほ
か
、「
地
域
人
材
育
成
協
議
会
」や
、

「
め
ぶ
く
。プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
前
橋（
地
域
人

材
の
育
成
・
定
着
に
か
か
る
産
学
官
連
携
基

盤
推
進
協
議
会
）
」な
ど
で
、産
官
学
を
連

携
さ
せ
た
地
学
一
体
の
協
働
学
修
を
多
数

実
施
し
て
き
た
。

　

地
域
の
ニ
ー
ズ
は
、「
地
方
創
生
」「
地
域

の
若
者
育
成
」で
あ
る
が
、一
人
ひ
と
り
の

生
徒
・
学
生
の
視
点
で
は
、高
校
、大
学
、社

て
い
ま
す
」（
大
森
学
長
）

　

こ
う
し
た
理
念
の
も
と
、高
大
接
続
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
専
門
職
を
置
き
、高

校
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、多
様
な
連
携
活

動
を
実
施
し
て
い
る（
図
２
）。

「
課
題
研
究
の
授
業
を
本
学
が
担
当
し
、単

位
認
定
も
行
っ
て
い
る
太
田
市
立
太
田
高

地
域
で
学
び
、活
躍
す
る
人
を

高
大
社
・
地
学
一
体
で
育
て
る

大
学
が
高
校
を
支
援
す
る
こ
と
で

地
域
全
体
の
教
育
力
の
向
上
へ

・
前
橋
市
立
前
橋
高
校
（
群
馬・市
立
）

・
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
（
群
馬・私
立
）

取材・文／長島佳子

図2：共愛学園前橋国際大学の高大連携事業の主な例

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
を
、地
域
の
高
大
社
が

一
体
と
な
っ
て
育
て
る
文
化
を
醸
成

地学一体
でつなぐ
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連携内容 連携高校

共同授業
（授業を単位化）

高校の授業（課題研究）を高校と大学が共同で実施。受講する生徒は大学
の特別科目等履修生となり大学の科目「キャリア演習基礎」の単位が認定
される。大学に進学した場合、同学はもちろん大学によっては大学の卒業単
位に認定される。

太田市立太田高校

探究支援

高校が設計した探究授業のプログラムの中で、フィールドワークなど外部の
手が必要な活動について、教員と学生がサポートに入る。

前橋市立前橋高校

課題研究のテーマの設定、研究計画の立て方、進め方、発表方法などにつ
いて、学生が高校生にアドバイスする。

高崎女子高校（県立）、
高崎北高校（県立）

探究テーマの設定に役立つ講義、発表会やポスターセッションの講評の講
師として教員を派遣。

前橋高校（県立）、
桐生高校（県立）、
中央中等教育学校（県立）、
富岡高校（県立）、
太田女子高校（県立）

デリバリークラス・
教職員研修

さまざまなテーマについて教員が行う出張講義。探究等に関する教職員研
修の講師も派遣。

佐野東高校（栃木・県立）、
伊勢崎清明高校（県立）など
今年度で6校以上予定



校
・
商
業
科
の
よ
う
な
例
も
あ
り
ま
す
。
履

修
し
た
高
校
生
は
、大
学
進
学
後
に
そ
の
単

位
を
生
か
す
こ
と
も
で
き
ま
す
」（
高
大
接

続
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー・
見け

ん
も
く目
友
香
氏
）

　

ま
た
、大
学
の
本
分
は
研
究
で
あ
る
こ
と

か
ら
、高
校
の
探
究
に
大
学
が
支
援
で
き
る

こ
と
が
多
々
あ
る
と
同
学
は
考
え
て
い
る
。

自
分
の
テ
ー
マ
で
主
体
的
に
学
ぶ
探
究
は
、

高
校
と
大
学
の
学
び
を
つ
な
げ
る
の
り
し
ろ

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
せ
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
期
待
か
ら
、積
極
的
に
高
校

の
探
究
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　

探
究
支
援
の
方
法
も
さ
ま
ざ
ま
だ
。
前
橋

市
立
前
橋
高
校
で
は
、同
校
が
設
計
し
た
探

究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な

ど
外
部
の
力
が
必
要
な
活
動
に
対
し
て
、教

員
や
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る（
左
コ
ラ
ム

参
照
）。課
題
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
教
員

が
講
義
を
行
っ
た
り
、学
生
が
自
分
の
研
究

を
例
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま

た
、課
題
研
究
の
テ
ー
マ
設
定
の
参
考
に
な

育
成
を
推
進
し
て
き
た
根
本
に
あ
る
の
は
、

学
校
の
中
だ
け
で
は
学
生
に
育
む
べ
き
社
会

人
基
礎
力
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
が
つ
け
ら

れ
な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。

 

「
我
々
教
員
は
、知
識
を
伝
授
す
る
こ
と
に

は
自
信
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
の
時
代
は

そ
の
知
識
と
実
践
を
結
び
つ
け
ら
れ
る
力
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
室
と
実
践
現

場
の
往
還
が
必
要
で
、だ
か
ら
こ
そ
大
学
の

学
び
は
地
域
に
開
か
れ
て
い
く
の
で
す
。
本

学
が
地
元
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
た
Ｐ

Ｂ
Ｌ
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
多
く
組
み
込
ん
で
い
る
理
由
は
そ
こ
に

あ
り
ま
す
」（
大
森
学
長
）

　

以
前
、県
内
の
進
学
校
の
高
校
生
と
同

学
の
学
生
が
共
に
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
る
学
び
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、高
校
生
が

描
く
未
来
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
に
就
職
」な

ど
暗
い
も
の
が
多
か
っ
た
。
一
方
、同
学
の
学

生
は
「
将
来
起
業
し
た
い
」な
ど
明
る
い
未

来
を
描
い
て
い
た
。
そ
の
違
い
を
生
む
の
が

る
よ
う
な
講
義
を
す
る
、教
員
の
デ
リ
バ
リ

ー
ク
ラ
ス
も
頻
繁
に
実
施
し
て
い
る
。

　

個
別
の
高
校
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
は
、

高
校
教
員
向
け
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、参
加
校
の
先

生
た
ち
と
の
交
流
か
ら
連
携
が
生
ま
れ
た
り
、

同
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
て

興
味
を
も
っ
た
高
校
の
先
生
た
ち
か
ら
声
が

か
か
っ
た
り
す
る
こ
と
だ
。

 

「
大
学
と
積
極
的
に
連
携
を
進
め
て
い
る

高
校
の
先
生
た
ち
は
、自
ら
ア
ン
テ
ナ
を
張

っ
て
動
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
高
校
側
か

ら
大
学
に
声
が
け
す
る
こ
と
は
敷
居
が
高
い

と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、大
学
も
高

校
に
自
学
の
取
組
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。遠
慮
せ
ず
に
声
を
か
け
て
ほ

し
い
で
す
ね
」（
大
森
学
長
）

　

同
学
が
地
学
一
体
で
グ
ロ
ー
カ
ル
な
人
材

実
体
験
と
捉
え
て
い
る
。
地
域
の
協
力
の
も

と
地
学
一
体
の
学
び
を
経
験
し
て
き
た
同

学
の
学
生
た
ち
は
成
功
も
失
敗
も
体
験
し
、

「
そ
れ
で
も
何
と
か
生
き
て
い
け
そ
う
」と
い

う
感
覚
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
。

 

「
そ
の
感
覚
が
、未
来
を
描
く
原
動
力
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
は
高
校
に
と
っ
て
最
も

近
い
社
会
。
大
学
で
の
学
び
や
大
学
生
の
姿

を
知
る
こ
と
で
、高
校
生
は『
こ
ん
な
こ
と
が

大
学
で
で
き
る
、し
た
い
』と
思
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。ま
た
、学
生
を
高
校
に
派
遣
す
る

こ
と
は
手
間
も
コ
ス
ト
も
か
か
り
ま
す
が
、高

校
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
で
、学
生
自
身

も
自
ら
の
学
び
を
振
り
返
り
、学
び
の
定
着

や
自
己
有
用
感
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
が
地
域
の
多
く
の
企
業
や
行
政
か
ら

支
援
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
、我
々
は
高
校
に

し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
校
と

大
学
が
連
携
す
る
こ
と
で
地
域
全
体
の
教

育
力
、人
材
育
成
力
を
上
げ
て
い
く
こ
と
に

共
に
貢
献
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」（
大
森
学
長
）

教
室
と
地
域
で
の
実
践
の
往
還
で

未
来
を
描
く
力
を
つ
け
る

大学生と協働することで、
生徒がリアルな大学の

学びを知り、視野が広がった

高校の視点

　前橋市立前橋高校は地域活性化プロ
ジェクト「めぶく」という探究活動を行ってい
る。生徒たちが探究を通して「ありたい自
分」を見出せるキャリア支援となることを目
指した取組だ。このプログラムの開発に携
わった、田崎 潤先生はこう語る。
 「高校の学びと実社会のつながりを生徒
が実感するために、自分を育んできた地
元・前橋を知り、前橋の未来を考えるプロ
グラムを考えました」
　プログラムはいずれも学校の中だけでは
できないため、前橋市の大学、企業、行政
など多様な連携先にとにかく声をかけ、さま
ざまな大人たちとのつながりの中で生徒た
ちが前橋市の魅力と課題を発見、課題解
決のために市長選の模擬選挙を行うとい
う仕立てとした。共愛学園前橋国際大学
には、地域を知るためのフィールドワーク（ま
ちなかインタビュー）の支援や、市長候補
者役を依頼。生徒から候補者を出すと日
頃の人間関係が影響するためだ。生徒た
ちは大学生候補者のブレーンとなり、共に
マニフェストづくりなどを行った。
　大学生と共に学ぶことで、生徒たちは
「大学生はこういう学び方をするんだ」と
PBLの本質を体感し、視野を広げていっ
た。その結果、自分たちだけで考えていたと
きよりもマニフェストが深みを帯びた内容
になっていったという。
 「『めぶく』を通して地域の課題も魅力も
知ったことで、取り組みたいテーマがたくさ
ん見つかり、もっと地域のことを学びたいと
いう生徒が増え、地元の大学への進学率
が約５割から７割へと上がりました。 “つな
がる”をコンセプトにした『めぶく』で自分と
地域や大学とのつながりを体感したこと
で、より主体的な進路選択をするようにな
ったと感じています」（田崎先生）
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共愛学園前橋国際大学
学長
大森昭生先生

同
高大接続
コーディネーター

見目友香氏

模擬選挙でマニフェ
ストを発表する生徒
たち。左が市長候
補役の共愛学園前
橋国際大学の学
生。同校の卒業生と
して探究支援に参
加した一人。

前・前橋市立前橋高校　
進路指導主事
（現・群馬県立沼田高校・
  定時制教頭）

田崎 潤先生

高校生の「学びたい」を高校と大学がともに育てるとき
生徒の“学び”と“成長”をつなぐ、高大連携事例
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